
石巻市職員の人事行政運営等のあらまし

1　職員の任免に関する状況
（1）採用者の状況
　平成24年度に採用した一般職の職員の状況は、次のとおりです。
ア　一般行政職　33人（行政26人、保育士5人、保健師2人）
イ　一般行政職（任期付）　28人（行政26人、保健師1人、学芸員1人）
ウ　医　療　職　2人（医師2人）
エ　教　育　職　13人（市立高等学校教諭6人、幼稚園教諭2人、指導主事5人）

（2）職員の退職に関する状況
　平成24年度に退職した一般職の職員は、次のとおりです。

（3）昇任制度の概要と実施状況
　職員の昇任については、選考を行っており勤務成績が良好であることが必要
です。

（4）再任用の状況
　職員の再任用は、実施していません。

（5）身体障害者の任用状況
　平成24年4月1日現在任用されている身体に障害のある職員の状況は、次のと
おりです。

2　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　職員の勤務時間その他の勤務条件は、国および他の地方公共団体の職員との
均衡を考慮して条例等で定めています。

（1）勤務時間、休憩時間の状況（平成24年4月1日現在）
　ア　1週間の勤務時間　38時間45分　　イ　開始時刻　午前8時30分
　ウ　終了時刻　午後5時　　エ　休憩時間　正午～午後0時45分

（2）年次有給休暇の取得状況（平成24年中）　　（3）時間外勤務および休日勤務の状況

（4）病気休暇
　職員が疾病にかかり、または負傷を受け、そのための療養をするときは、療養
のための休暇を取得することができます。

（5）特別休暇
　結婚、出産、子の看護等一定の要件に該当するときは、特別休暇を取得するこ
とができます。

（6）育児休業等取得の状況
　（平成24年度に取得したもの。（　）内は、前年度から引き続くもの）

3　職員の分限および懲戒処分の状況
（1）分限処分の状況
　分限処分とは、勤務実績不良の場合、心身の故障の場合、その職に必要な適格
性を欠く場合等において、公務能率の維持および適正な行政運営の確保を図る
ために行われる処分です。
　平成24年度の分限処分は、次のとおりです。
　ア　休職　15人

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務を
怠った場合または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合におい
て、職場の秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。
　平成24年度の懲戒処分の状況は、次のとおりです。
　ア　戒告　3人　　イ　停職　1人　　ウ　減給　2人　　エ　免職　0人
4　職員の福祉および利益の保護の状況

（1）職員の健康診断の状況
　定期健康診断、人間ドック、各種がん検診等を実施しています。

（2）公務災害補償の状況
　地方公務員災害補償基金宮城県支部に加入　発生　17件
　（認定　17件、うち公務災害　11件、通勤災害　6件）

5　職員の給与の状況
（1）人件費の状況（平成24年度普通会計決算）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
（2）職員給与費の状況（平成24年度普通会計決算）

※職員手当には、退職手当組合負担金は含みません。
（3）職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）

（4）一般行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

※1 市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（5）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　（平成24年4月1日現在）

（6）職員手当の状況（平成24年度決算状況または平成24年4月1日現在）

（7）特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　（8）職員定数および職員数
　（平成24年4月1日現在）　　　　　　　　 　　（平成24年4月1日現在）

※給料、報酬について、（　）の数字は独
　自削減後の給料月額等になります。 　※教育長および組合専従者は含みません。

定年退職 勧奨退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 死亡退職 合　計
43人 15人 34人 0人 0人 4人 96人

部長級 次長級 課長級 補佐級 主査級 主任級 主任労務級 合　計
5人 8人 19人 57人 33人 22人 5人 149人

法定雇用障害者数の算定の基礎となる職員の数 職員のうち障害のある職員数
普通障害者数 特別障害者数 合　　計

1,667人 9人 9人 18人

区　　分 平均取得日数
市長の事務部局 10日5時間　2分

教育委員会の事務部局 11日6時間　4分
その他 11日7時間　5分

合計（平均） 10日6時間45分

時間外・休日勤務総時間数 277,541時間
職員1人当たり時間外・

休日勤務時間数 161.08時間

育児休業取得者 部分休業取得者 育児短時間勤務取得者
15人（25人） 2人（5人） 0人（0人）

住民基本台帳人口
（平成24年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率

B/A
(参考)平成23年
度の人件費率

151,263人 321,975,095千円 9,408,124千円 11,161,769千円 3.5% 6.4%

職員数　Ａ 給　　　　　与　　　　　費 １人当たりの給
与費　Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　計　　Ｂ

1,348人 5,193,746千円 1,287,912千円 1,919,001千円 8,400,659千円 6,232千円

区　　分 石巻市 宮城県 国

一　般
行政職

大学卒 172,200円 178,800円 172,200円
短大卒 152,800円 158,700円 152,800円
高校卒 140,100円 144,500円 140,100円

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級
合計標準的な職務

内容 主事 主事 主査・主
任主事 主幹 課長

補佐 課長 次長 部長

職員数 45人 29人 318人 71人 231人 80人 24人 20人 818人
構成比(下段
は1年前）

5.5％ 3.6％ 38.9％ 8.7％ 28.2％ 9.8％ 2.9％ 2.4％ 100.0％
3.4％ 5.2％ 39.5％ 11.7％ 24.5％ 9.7％ 3.9％ 2.1％ 100.0％

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
323,900円 403,000円 44.5歳 292,300円 318,900円 47.8歳 

区　分 1人当たりの平均支給額または支給単価 国の制度
との異同 備考

期末・勤勉
手当 1,423千円 同

退職手当 自己都合等  4,004千円
勧奨・定年 23,242千円 同

1人当たりの平均支給額は、前
年度に退職した全職種に係る
職員に支給された平均額です。

地域手当 154,152円 同 医師15%、仙台市在勤職員6%
特殊勤務
手当 219,002円【手当支給職員数割合14.4%】

異
（手当種類

20種）

支給額については、市立病院、
牡鹿病院を除きます。

扶養手当
配偶者13,000円、配偶者以外の親族6,500
円、配偶者のいない職員の扶養親族のうち1
人11,000円

同

住居手当

・月額23,000円以下の家賃の場合 家賃月額
から12,000円を控除した額
・月額23,000円を超える家賃の場合 家賃月
額から23,000円を控除した額の2分の1（限
度額16,000円）に11,000円を加算した額
・自宅の場合で新築・購入から5年間2,500円

同

国では自宅にかかる住居手当
を平成21年12月分から廃止
していますが、市では廃止に
伴う経過措置として支給して
います。

通勤手当

・交通機関等利用者
　最高支給限度額55,000円
・交通用具利用者（片道2km以上）
　2,000円～24,500円

同

時間外勤務
手当 332千円 同 市立病院、牡鹿病院を除きま

す。

区　分 給料月額等
給
料

市　長
副市長

1,000,000円（800,000円）
811,000円（689,350円）

報
酬

議　長
副議長
議　員

545,000円（525,000円）
481,000円（461,000円）
444,000円（424,000円）

期
末
手
当

市　長
副市長（支給割合）

年間　2.95月
加算措置　有議　長

副議長
議　員

退
職
手
当

市　長
副市長

　　（算定方式）          （支給時期）
100分の44×在職月　任期毎に支給
100分の26×在職月　任期毎に支給

区　分 定　数 職員数
市長の事務部局（病院局
を除く）の職員 1,230人 1,133人

病院局の職員 180人 151人
議会の事務局の職員 12人 10人
選挙管理委員会の事務局
の職員 7人 6人

監査委員の事務局の職員 7人 5人
農業委員会の事務局の職
員 11人 9人

教育委員会の事務局およ
び教育委員会の所管に属
する学校以外の教育機関
の職員

180人 150人

教育委員会の所管に属す
る学校の職員 165人 147人

合　　　計 1,792人 1,611人

問　人事課（内線4063）問

　平成24年度の職員の任免、給与の状況、勤務時間、処分、休暇等の状況についてお知らせします。
　なお、詳細なデータにつきましては、ホームページに掲載していますので、併せてご覧ください。
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亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ

　
ま
す
。

問　
農
業
委
員
会

　
　
☎
62

－

４
８
２
６

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
26

年
1
月
ま
で
の
4
カ
月
分
の
児

童
手
当
を
、2
月
10
日
㈪
に
指

定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、出
生
等
に
よ
り
児
童

の
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
や

転
入
、転
出
等
を
さ
れ
た
場
合

は
、別
途
で
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、早
め
に
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。申

請
が
遅
れ
ま
す
と
、受
給
で
き

な
い
月
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課

　
　
（
内
線
２
５
１
３
）

農
業
者
の
皆
さ
ん
　
老
後
の
備

え
は
農
業
者
年
金
で
安
心

　

新
し
い
農
業
者
年
金
は
、次

の
３
つ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

　
す
る
方

③
６０
歳
未
満
の
方

・
保
険
料
は
月
額
２
０
、０
０
０
円

　

か
ら
６
７
、０
０
０
円
ま
で

　
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択
で

　
き
ま
す
。

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
申
告
時

　
に
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

　
対
象
に
な
り
節
税
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。

・
終
身
年
金
と
な
っ
て
お
り
、

　
仮
に
８０
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

　
た
場
合
は
８０
歳
ま
で
受
け
取

　
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
死

印
鑑
登
録
で
は
登
録
す
る
印
鑑

を
確
認
し
て
い
ま
す

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
車
の
購

入
等
に
使
用
す
る
大
変
重
要
な

証
明
書
で
す
の
で
、印
鑑
の
ふ
ち

が
欠
け
て
い
た
り
、す
り
減
っ
た

も
の
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
、大
量

生
産
さ
れ
た
印
鑑
は
印
鑑
登
録

を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
す
る
と
き
は
、窓
口
で

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

等
の
本
人
を
確
認
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。な
お
、代
理
の
方

は
、代
理
人
選
任
届
が
必
要
と

な
り
、即
日
登
録
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　
市
民
課

　
　
（
内
線
２
３
１
７
）

消
火
栓
等
の
雪
か
き
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

　

雪
に
よ
り
、消
防
隊
が
使
用

す
る
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
等

が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、降
雪
量
に
よ
っ
て
は
、消
防

署
員
の
除
雪
作
業
が
追
い
つ
か

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ち
早
い
消
火
活
動
の
た
め
、

お
近
く
の
消
火
栓
等
の
雪
か
き

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
石
巻
消
防
署
警
防
係

　
　
☎
95
―
７
１
１
２

上
下
水
道
の
手
続
き
は
お
早
め
に

転
出
す
る
方

　
「
水
道
使
用
水
量
等
通
知
書

平
成
26
年
度
奨
学
生
募
集

　

市
で
は
、石
巻
市
出
身
の
優

秀
な
学
生
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
な
方
々
に
学
資
を

貸
与
し
、有
能
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

・
市
内
に
２
年
以
上
居
住
し
て

　
い
る
方

・
学
術
優
秀（
評
定
平
均
３・５

　
程
度
）、品
行
方
正
お
よ
び
身

　

体
健
全
で
あ
り
、経
済
的
理

　
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方

※
他
の
奨
学
金
制
度
と
の
併
用

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員（
合
計
100
人
）

・
高
校
生（
高
等
専
門
学
校
１

　
年
～
３
年
生
を
含
む
）

・
専
修
学
校
生（
修
学
期
限
が

　
２
年
以
上
の
課
程
に
限
る
）

・
大
学
生（
短
期
大
学
生
、高

　
等
専
門
学
校
４
年
～
５
年
生

　
を
含
む
）

貸
与
額

・
高
校
生
お
よ
び
高
等
課
程
の

　
専
修
学
校
生

　
月
額　
１
５
、０
０
０
円
以
内

　
（
年
額
１
８
０
、０
０
０
円
以
内
）

・
大
学
生
お
よ
び
専
門
課
程
の

　
専
修
学
校
生

　
月
額　
３
５
、０
０
０
円
以
内

　
（
年
額
４
２
０
、０
０
０
円
以
内
）

貸
与
時
期

　

４
月
、９
月
の
年
２
回
貸
与

　
（
半
年
分
一
括
貸
与
）

申
請
手
続
き

　

市
内
中
学
校
、管
内
高
等
学

校
、市
教
育
委
員
会
、各
総
合
支

所
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口
か
ら

願
書
を
受
け
取
り
、学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

送
可
）

行
政
情
報

募
集
期
間

２
月
３
日
㈪
～
３
月
２０
日
㈭
必
着

問

申
・
　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
（
内
線
５
０
２
３
）

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
み
ん
な
で

守
ろ
う

　
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な

い
ご
み
、資
源
物
の
収
集
指
定

日
を
守
り
、指
定
場
所
に
区
分

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
ス
プ

レ
ー
缶
は
火
災
事
故
防
止
の
た

め
、必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
指
定
日
に
黄
色
の
コ
ン
テ

ナ
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

は
有
害
ご
み
と
し
て
個
別
に
指

定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（
検
針
票
）」を
ご
覧
の
上
、早
め

に
水
道
企
業
団
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

転
入
し
た
方

　
ポ
ス
ト
・
玄
関
に
入
っ
て
い

る「
水
道
を
ご
使
用
さ
れ
る
お

客
様
へ
」の「
お
客
さ
ま
番
号
」

を
確
認
の
上
、使
用
開
始
の
５

日
前
ま
で
に
水
道
企
業
団
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。（
土・日
、祝

日
を
除
く
）

　

な
お
、水
道
料
金
と
下
水
道

使
用
料
は
、合
算
で
請
求
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問

申
・

●
3
月
31
日
ま
で

【
旧
石
巻・河
南
地
区
】

　
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
営
業
課

　
☎
95

－

６
７
１
１

【
河
北・桃
生・雄
勝・北
上
地
区
】 

　
北
部
地
区
管
理
事
務
所

　
☎
62

－

２
１
１
５

【
牡
鹿
地
区
】

　
牡
鹿
営
業
所

　
☎
45

－

２
１
１
７

　
下
水
道
管
理
課

　
（
内
線
５
６
９
４
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

●
4
月
1
日
か
ら

　
水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン

　
タ
ー

　
☎
96

－

４
９
５
５

まちの話題
雄勝地区 河北地区

１2月２2日（日）　道の駅・上品の郷

１2月１7日（火）～28日（土）
オーリンクハウス

　第2次世界大戦中、ユダヤ人への迫害により15歳で命を奪われたアンネ・フ
ランクの生涯をたどる展示会が開催されました。アンネに関するパネルと図
書のほか、地域のバラ園で大切に育てられている「希望のバラ」の資料も展示
しました。期間中、地元小中学生3人が子ども図書館長としてガイド役を務め、
命の尊さ等を来場者に伝えました。

「命と平和の尊さ」を紹介
　〝冬

と う じ
至〟の日に〝湯

と う じ
治〟を楽しんでもら

おうと、入浴施設「ふたごの湯」に恒例
のカボチャ風呂が登場しました。重さ
203キログラム、直径約1メートルの特
大カボチャをくり抜いて作った浴槽には、たくさんのユズが浮かんでおり、湯
につかった子どもたちは香りと感触を楽しみながら暖まっていました。

巨大カボチャの
　　お風呂が人気

平
成
２５
年
度
事
業
復
興
型
雇
用

創
出
助
成
金
申
請
書
の
提
出
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

今
年
度
の
申
請
期
限
は
３
月
３

日
ま
で
で
す
。

対
象

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

事
業
主

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

・
市
が
認
定
す
る
対
象
産
業
政

　
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
２５
年
４
月
１
日
以
降
に

　
新
規
雇
用
者
を
雇
い
入
れ
て

　
い
る
こ
と

・
雇
用
保
険
の
適
用
事
業
者
で

　
あ
る
こ
と

・
出
勤
状
況
お
よ
び
賃
金
の
支

　
払
い
状
況
等
を
明
ら
か
に
す

　
る
書
類
を
適
切
に
整
備
保
管

　
し
て
い
る
こ
と

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

《
電
話
回
線
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）

契
約
に
注
意
！
》

　
ひ
か
り
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
契
約
は
、
仕
組
み
が
複
雑
で

理
解
が
困
難
で
あ
り
、
特
典
ば

か
り
を
強
調
し
て
強
引
に
契
約

を
迫
る
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
現
在
加
入
し
て
い
る
契
約
と

の
比
較
検
討
を
十
分
に
行
い
、

契
約
す
る
意
思
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
申
し
込
み
や
契
約

を
迫
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
返
答

せ
ず
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
消
費
生
活
相
談
）

　
　
☎
23
―
５
０
４
０

（
事
業
者
の
方
へ
）消
費
税
率

改
正
に
よ
り
特
別
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す

　
改
正
さ
れ
る
消
費
税
率
が
円

滑
に
、ま
た
適
正
に
価
格
に
転

稼
さ
れ
る
よ
う
に「
消
費
税
転

稼
対
策
特
別
措
置
法
」が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
公
正
取
引
委
員
会
取
引

　
企
画
課

☎
03
―
３
５
０
７
―
８
８
０
０
㈹

　
消
費
者
庁
表
示
対
策
課

☎
03
―
３
５
０
７
―
８
８
０
０
㈹

　
市
商
工
観
光
課

　
（
内
線
3
5
2
4
）

自
動
車
の
登
録・検
査
の
手
続
き

は
お
早
め
に

　

毎
年
３
月
は
自
動
車
の
登

録
・
検
査
の
申
請
が
集
中
し
、

待
ち
時
間
が
３
時
間
を
超
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
消
費
税
率
改

正
の
影
響
で
、
例
年
以
上
に
駐

車
場
や
周
辺
道
路
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
自

動
車
の
登
録
・
検
査
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
、
早
め
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　
登
録
関
係

☎
050
―
５
５
４
０
―
２
０
１
１

　

検
査
関
係

　
☎
022
―
235
―
２
５
１
７

　
（
２
を
プ
ッ
シ
ュ
）

H26（2014）.2.1

　

な
お
、不
法
投
棄
は
犯
罪
で

す
。不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報

は
、お
近
く
の
警
察
署
や
交
番・

駐
在
所
、も
し
く
は
環
境
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
課

（
内
線
３
３
７
５・3
３
７
６
）

交
付
限
度
額

　

新
規
雇
用
者
の
場
合
、３
年

　
間
で
最
高
２
２
５
万
円

※
雇
用
形
態
等
に
よ
り
異
な
り

　
ま
す
。

問　
石
巻
市
事
業
復
興
型
雇
用

　
　
創
出
助
成
金
事
務
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
92
―
７
７
９
１

　
　
市
商
工
観
光
課

　
　
（
内
線
3
5
2
4
）

市報 いしのまき3



H26（2014）.2.1

まちの話題

行
政
情
報

石
巻
市「
食
」の
自
立
支
援
事
業

新
規
受
託
事
業
者
募
集

　
一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
で

心
身
の
障
害
お
よ
び
加
齢
に
よ

り
、調
理
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
届
け
る
と
と
も
に
、安

否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
者
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

申
・
　
介
護
保
険
課

　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
３
）

平成26年度 市・県民税の申告が始まります　～2月10日（月）から3月17日（月）まで～

　図を参考に、申告が必要と思われる方は、忘れずに申
告をお願いします。なお、地区ごとの日程については、
5ページの日程表をご確認ください。
申告に必要なもの
◦事業所得（営業等・農業）、不動産所得のあった方
◦収入や経費等がわかる各帳簿および領収書
　（※帳簿等はあらかじめまとめてください）
◦給与所得、年金所得のあった方
◦平成25年分の源泉徴収票または給与支払明細書
◦次の領収書および証明書（平成25年中に支払ったも
　の）
①生命保険料、個人年金保険料、地震保険料の支払証明書
②国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、国民年金保
　険料、介護保険料、その他社会保険料の領収書または
　証明書
③医療費控除を受ける方は、領収書および保険等で補
　てんされた金額の明細書
④障害者控除を受ける方は、障害者手帳または市で交付
している「障害者控除対象者認定書」
◦所得税の還付申告を受ける場合
◦口座番号がわかるもの
◦印かん（ゴム印は不可）

　　市民税課（内線3093～3098）

＜市・県民税の申告が必要な方と不要な方＞

は
い

い
い
え

は
い

は
い

い
い
え

は
い

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ
いいえ

スタート
1月1日現在石巻市に住んでいますか?

　震災により住宅や家財に被害を受けて初めて雑損
控除の申告または住宅を取得したことに伴い初めて
住宅ローン控除の申告を行う予定ですか?

昨年中収入はありましたか?

税務署で所得税の確定申告を行いますか?

収入は給与でしたか?

収入は公的年金のみでしたか?

申告は必要ありません
　ただし、下記の①または②に該当する方で社会保険
料控除や生命保険料控除等の所得控除があれば、申告
をすると有利になる場合があります。
①昭和24年1月1日以前生まれで公的年金収入が155
　万円を超える方
②昭和24年1月2日以後生まれで公的年金収入が105
　万円を超える方

1月1日現在にお住まいの市町村へお尋ねください。

税務署での確定申告が必要です
　手続きの詳細については、「石巻税務署からのお知
らせ」のお問い合わせ先にご確認ください。

申告は必要ありません
　ただし、国民健康保険に加入している方や、公営住宅
へ入居している方、児童扶養手当を受給している方、
所得に関する証明書が必要な方等は、申告を行ってく
ださい。

　給与以外に営業・農業・不動産等の所得がありますか?
または2カ所以上から給与を受けていますか?

市・県民税の申告は必要ありません

　勤務先で年末調整が済んでおり、その
内容に変更はありませんか?

申告は必要ありません
　ただし、医療費控除等の所得控除を受ける場合は、申
告をしてください。

申告が必要です

い
い
え

い
い
え

は
い

問

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

　
等
の
放
射
性
物
質
の
簡
易
検

　
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡
易

　
測
定
器
の
貸
出
を
無
料
で
行

　
っ
て
い
ま
す
。

問　
環
境
放
射
線
対
策
室

　
　

 （
内
線
３
３
６
６
）

（単位:ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時）■空間放射線量の測定結果
測定箇所 測定結果 測定期間

石巻駅前にぎわい広場 0.05～0.06 12/1～12/27
市立小中学校、高校、幼稚園 0.05～0.12 11/25～11/29

市立保育所、私立幼稚園、私立保育園
（敷地） 0.05～0.10 12/2～12/27

公共施設等（ホットスポット調査） 0.05～0.10 12/2～12/27
牡鹿地区集落 0.05～0.12 12/2～12/17

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
放
射
線
の
影
響

　
放
射
線
量
の
測
定
を
し
て
い

ま
す
。期
間
中
の
測
定
の
結
果
、

空
間
放
射
線
量
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。測
定
は
今
後
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

12月11日（水）
広渕町下地区

地域のコミュニティづくりのために

1月3日（金）
桃生総合支所駐車場

桃生地区

　石巻市消防団桃生地区団が平成26年出初式を行いました。公民館文化
ホールでの式典の後、駐車場で、団員たちは地区団旗を先頭に整列し、堂々と
行進して地域を守るための士気を高めました。その後、無火災を願ってポンプ車
から一斉に水を放つと、新春の空に7色の美しいアーチが描かれました。

河南地区

　複合コミュニティ施設「（仮称）広渕地区コミュニティセンター」の上棟式が
行われました。センター完成後、震災時の支援活動や地区の人たちの交流を
深める場として役立てられる予定です。3月の完成に向けて、参加者は無事に
建物が完成することを祈願していました。

無火災を祈り
７色のアーチ

平
成
26
年
度
か
ら
の
市・県
民
税

の
主
な
改
正
点

○
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　
一
年
間
の
給
与
等
の
収
入
金

額
が
１
、５
０
０
万
円
を
超
え

る
方
の
給
与
所
得
控
除
額
に
つ

い
て
、245
万
円
の
上
限
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

○
個
人
住
民
税（
市
・
県
民
税
） 

　
均
等
割
税
率
の
改
正

　
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
個
人
住
民
税（
市
民
税

お
よ
び
県
民
税
）の
均
等
割
の

標
準
税
率
が
そ
れ
ぞ
れ
500
円
ず

つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
個
人
住
民
税
が
非
課
税
の
方

　

は
、引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
市
民
税
課

（
内
線
３
０
９
３
～
３
０
９
８
）

石
巻
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
等
の
確
定
申
告

　

石
巻
税
務
署
で
は
、隣
接
の

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
に
所
得
税
等
の

確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置

し
、申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

開
設
期
間

　
2
月
4
日
㈫
～
３
月
17
日
㈪

　
（
土
日・祝
日
を
除
く
）

※
た
だ
し
2
月
23
日
㈰
、3
月

　
2
日
㈰
は
開
設
し
ま
す
。

開
設
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
れ
ば
確
定
申
告
書
等

を
作
成
・
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る

こ
と
が
で
き
、そ
の
ま
ま
税
務
署

に
提
出（
送
付
）す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。ま
た
、作
成
し
た
デ
ー

タ
は
、e-Tax

（
電
子
申
告
）を

利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。（
な
お
、e-Tax

の
ご
利

用
に
当
た
っ
て
は
、事
前
に
手
続

き
が
必
要
で
す
）

問

申
・
　
〒
986

－

０
８
２
７

　
　
　
　
千
石
町
2
番
35
号

　
　
　
　
石
巻
税
務
署

　
　
　
　
☎
22

－

４
１
５
１

※
確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的

　

な
質
問
は
、電
話
相
談
セ
ン

　

タ
ー
に
つ
な
ぎ
ま
す
。音
声

　

案
内
に
従
い「
0
」番
を
選

　
択
し
て
く
だ
さ
い
。

国
外
財
産
調
書
の
提
出

　
平
成
25
年
12
月
31
日
に
お
い

て
、合
計
額
が
５
、０
０
０
万
円

を
超
え
る
国
外
財
産（
預
金
・

不
動
産・有
価
証
券
等
）を
有
す

る
方
は
国
外
財
産
調
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

提
出
期
限

　
平
成
26
年
3
月
17
日
㈪

問　
石
巻
税
務
署

　
　
☎
22

－

４
１
５
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
1
」ま

　

た
は「
2
」番
を
選
択
し
て

　
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や

年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
す
ぐ
に
答
え
ず
、①
相
手
の

所
属
部
署
、②
氏
名
、③
電
話
番

号
を
確
認
し
た
上
で
一
旦
電
話

を
切
り
、最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
巻
税
務
署　
総
務
課

　
　
☎
22

－

４
１
５
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
2
」番

　
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
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